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平成18年5月29日付けで、当院は財団
法人日本医療機能評価機構より病院
機能評価（Ver4.0）認定をいただきました。

日本医療機能評価機構

当院は日本医療機能
評価機構認定病院です。



老人性認知症センター
の取り組み

病院長（根岸協一郎）

認知症は脳の老化による物忘れとは違い、脳が病的に障害されて起
こる病気です。現在、認知症患者の数は推計160万人を超えており、
85歳を超えると3人に1人が認知症であると言われています。

　当院の老人性認知症センターでは、地域の方々や保健福祉関係者を対象とした講演活動をおこな
っております。近年各メディアはじめとして、認知症に対する関心が高まってきており、開催の度に多くの
ご参加を頂いております。
　講演には、認知症について理解を深めたいという方をはじめ、高齢になり生活に不安をお持ちの方
や介護をされているご家族など、現実問題として認知症と直面されている方が多く参加されています。
講演では、そういった方々にむけて、認知症がどのような病気なのか、認知症とどのように向き合えばよ

いのか、さらには予防方法や治療内容などについての話を盛り
込んでおります。
　認知症や高齢化問題の対策として、医療はその一部にすぎ
ません。ご家族をはじめ、介護サービスや地域とのつながりを大
切にすることが必要です。公民館など、地域で講演活動を行う
ほか、介護職者・医療従事者にむけた講習など、今年も医療圏
内の様々な地域におきまして活動させていただく予定です。

認知症とは･･･？

平成19年の活動状況
日付
2月1日
3月1日

9月5日

9月9日

9月18日

9月21日

11月7日

主　催
当院　地域連携室
安足健康福祉センター
足利市教育委員会
（筑波公民館）
足利市医師会
エーザイ（株）
ファイザー（株）

足利市教育委員会
（山前公民館）

足利市社会福祉協議会
足利市教育委員会
（梁田公民館）

対　象
足利短期大学看護科
介護専門職者

一般

一般

一般

介護専門職者

一般

演　者
臨床心理士
病院長

臨床心理士

病院長

精神保健福祉士

病院長

臨床心理士

テーマ
女性とストレス

認知症の理解について

認知症の予防について

老人性認知症センターの
活動について

認知症について

認知症及び認知症ケアについて

認知症に負けない生活法

・ 何度も同じことをいう
・ よく道に迷うようになる
・ 服が乱れても気にならない
・ 「物が盗まれた」など、
  被害的な言動が多くなる。
・ 人に失礼なことをするようになる
・ 会話に「あれ」「これ」「それ」が
　多くなる

もの忘れ
ケアの
ポイント

・ 野菜、魚を中心とした、
　バランスの良い食事を心がける
・ 水分を充分に摂る
・ 生活習慣病（高脂血症・糖尿病・高血圧）の治療
・ ストレッチや散歩などの適度な運動
・ 家族や友人とのコミュニケーション
 （おしゃべりは良い刺激になります）
・ 短時間の昼寝（30分以内）
・ メモやカレンダーの活用
・ 物の置き場所を決める

!こんな症状は
危険信号



－研修会風景－

　平成１９年１１月１５日に当院にて地域連携室主催による研修会を開催し、近隣の特別養護老人ホー
ム、グループホーム、ショートステイ等２３施設５５名のスタッフの方が参加されました。
当院では毎年、施設のスタッフの方 を々対象に研修会を開催しており、昨年は「褥瘡」をテーマとしました
が、今回は「介護現場における安全管理」をテーマとし、医療安全推進者である当院スタッフが講師をつ
とめました。
　当日、研修会は前半50分・後半50分の２部構成で行いました。前半は日常生活でおこる事故から、介
護現場での事故及び介護事故の現状、また最近の企業による偽装・隠蔽などの身近な話題も交えたリ
スクマネジメントの基本的な考え方の理解をしていただき、後半ではKYT（危険予知トレーニング）シートを
使用し、どのような点が問題であるか、またそれを防止するにはどのような対策が必要なのかを参加者で
意見を出し検討し合うという内容で進めていきました。全体的には、各々の介護現場の生の声を直接聞
くことができる出席者参加型の研修会となりました。
　参加された施設のスタッフの方も、「安全管理の重要性を再認識できた、注意意識が高まった」「他の
スタッフにも伝えたい、施設に持ち帰り勉強会を行いたい」「現場の声が活かされ、他施設の状況も分か
った良かった」等の感想をいただき、研修会を成功させることができました。
今後もこのような研修会を開催していきたいと思いますので、研修会に対するご意見やご希望等ござい
ましたら、地域連携室あてにお寄せいただければと思います。

地域連携室より
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　当院では看護部・作業療法士・調理師・栄養士と多職種が連携し
て料理教室を行っています。今回のテーマは『おにぎりを握ろう』
お昼ごはん目指してスタート！！まず、おにぎりを握るうえでポイント
となる五か条を説明。
　炊きあがったごはんはボウル等にあけ湯気をとばす・水っぽさを
さけるため手にべたべた水をつけない・三本指でとった塩を手の
ひらにこすりつける・親指を立てると余分な力が入らない・ぎゅっと
握るのは５～６回。具は昆布・ツナマヨネーズ・鮭フレーク・まぐろ漬
け・でんぶを用意しました。
　『握るのは難しいね』との声。具を何種類か混ぜてオリジナル
おにぎりを作る方もいらっしゃいました。作業の遅れた方を患者
様同士がフォローし、笑顔でほおばるおにぎりにはきっと五か条
よりも大切なたくさんの思いやりがこもっていておいしかったと
思います。

お にぎ り を
握 ろ う

おにぎり完成!!おにぎり完成!!
患者様作品集患者様作品集●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●



ハーブを
楽しむ

～生姜～

❶大根は米のとぎ汁（ないときはお米をひとつまみ入れて）で竹串が通るくらいまで下茹でする。
❷油でしょうが・にんにくを香りが立つ程軽く炒めたら豚バラ肉を加えて炒める。
❸肉の色が変わったらネギを加えしんなりするまで炒める。
❹下茹でしておいた大根を加え、大根が1/3程顔を出すくらいの水を加える。
❺煮たってきたら、酒・砂糖・しょうゆで味付けをし、湯通しした油揚げを加えて15分ほどコトコト煮る。
❻火を止めて30分ほどおいて味を染みこませる（長い時間をかけるとより味が染みこみます!!）。
❼貝割れ大根を飾って完成★

●大根
●油揚げ

●豚バラ肉
●ネギ
●しょうが
●にんにく
●酒
●砂糖
●油
●しょうゆ
●七味唐辛子
●貝割れ大根

・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・ 

・・・・・・ 
・・・・・・・・・・

・・・・・ 
・・・・・ 
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・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・ 

・・・・
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350ｇ→乱切り
40ｇ→1枚を正方形になる
よう8等分
60g→食べやすい大きさに
80g→3cmぐらいに切る
1片
2片　→みじん切り
小さじ1
大さじ2強
大さじ3強
適宜
お好みの量
飾り用（なくてもOK）

　生姜は日本でもなじみの深い食材です。さわやかな辛味と香りをあわせもち、
生ではもちろん、乾燥させても使える生姜は、活用範囲の広い万能ハーブです。
東洋医学において、乾燥させた生姜は、新陳代謝を促し、体を温めると考えられ
ており、手足の冷え、せき、腹痛、腰痛、下痢を解消するために用いられるそうで
す。　日本では、昔から甘酢に漬けた生姜をお寿司と共にいただく習慣がありま

す。生姜を一緒にとることで、生ものを食べて体が冷えすぎてしまうのを防ぎ、抗菌作用によって食中毒を
予防することができるそうです。何気なく頂いていますが、実に理に適った食し方なのですね。また、生姜
には、たんぱく質分解酵素であるプロテアーゼが含まれているため、肉を生姜汁に漬けておくと、その働き
により肉が軟らかくなります。さらに、生姜は臭み消しの役割も果たしてくれるの
で、肉や魚料理に利用すると、その美味しさを一層引き立ててくれます。　西
洋では、パンやクッキー、またジンジャーエールやお酒に香料として生姜が利用
されているそうですが、日本で生姜を使った飲み物といえば、やはり生姜湯で
すね。これからの寒い季節には、ぴったりの飲み物です。冷えた体がほかほか
に温まりますよ。是非お試しを。

材料と分量（4人分）

『大根のほかほか煮』大根・しょうが・
にんにく・七味唐辛子で
体の芯からあったまろう

作り方

しょうが・七味唐辛子・
にんにくには体をあたためる
効能があります。

しょうが

しょうが



インフルエンザやノロウィルスなど、
私たちの周りには、様々な感染症が存在します。感染症への
抵抗力の弱い高齢者の患者様が多い当院では、特に感染
症対策は重要です。患者様へ安全な医療を提供するため
に、院内感染を防止し、感染症発生の際には速やかな原因
の特定、制圧、終息を図ることを目的に、当委員会は活動をし
ております。
主な活動内容：委員会の開催及び運営、感染防止対策マニュアルの作成と見直し、院内感染防止の
ための職員教育、感染症の発症状況の把握と分析、改善策の実施状況の調査及び見直し、院内感
染発生時の対応、その他院内感染の防止に関すること。
当院では、院内感染防止のための職員教育として、外部から講師を招いて研修を行っております。今年
度は6月と11月に、製薬会社から講師をお招きして研修を行いました。最新の知識を取り入れながら、
日々 の感染症対策に努めております。

こんにちは、環境整備委員会です。
　足利富士見台病院の『きれい』を真剣に考え、行動している委員会と自負しています。委員会のメン
バーは各部署の精鋭たちで多職種の集合体から成り立っています。病院全体の汚れ・におい・湿度・室
温・清掃方法などを発見・検討して環境を整える活動を行っています。
　「もうひとつの家」をコンセプトに、病院に関係する全ての方が心地良くくつろげるよう、環境づくりにメ
ンバー一人ひとりが励んでいます。患者様のお声、職員の気付き、業者の方々の意見、全て貴重なアド
バイスと考えています。

　堅苦しい文章はここまでとして、皆さん、我々環境整備委員に御用はありませ
んか？もしありましたらお近くの環境整備委員にお声がけお願いします（笑）。な
んだかちり紙交換？
　そういえば、古紙再生も立派な環境整備、むしろプロ！！
私達環境整備委員会もプロの厳しさで皆様の生活環境や職場環境を守って
行きたいと考えておりますので、是非ご協力お願いいたします。

環境整備委員会より

院内感染防止対策委員会より



医療福祉のご相談
医療福祉に関する相談を
ソーシャルワーカーが受けております。
通院されている患者様とそのご家族様がご利用になれます。
ご相談を希望される方は、スタッフにお声掛けいただくか、
お電話にてご連絡ください。
相談は原則として、予約制とさせていただきます。
ご相談になった個人情報は厳守いたします。

地域連携の窓口として「地域連携室」をぜひこ利用ください。

地域連携室ではご紹介いただいた患者様の診療が
スムーズに行われるよう、事前予約受付とカルテ作成等の準備や
紹介患者様の報告書・診療情報提供書等の発送、
紹介元の先生方からの患者様紹介に関する
お問い合わせの対応などを行っております。

当院、ホームページより当院紹介状（診療情報提供書）が
ダウンロードできますので、ご利用ください。

【地域連携室】

医療機関及び施設の方へ

◎地域連携室◎
TEL：0284-62-2448（代表）
FAX：0284-62-9608
◎電話・FAX受付時間◎
月曜日～土曜日…8:30～17:00

http://www.negishikai.com/top/kikan.html

診療および家族相談は予約制となっております



足利富士見台病院
〒326-0845 栃木県足利市大前町1272

TEL.0284（62）2448　FAX.0284（62）9608
E-mail:iji@negishikai.com　http://www.negishikai.com
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Access Map

桐生方面より
お越しの方
●旧50号を足利方面へ進
み、郵便局前看板を左折。
●国道50号を足利方面へ
進み、ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ交差点を左
折し葉鹿橋を渡り、2つ目の
信号を右折し中古車ｾﾝﾀｰを
左折。

大泉・館林方面より
お越しの方
●国道122号を足利方面へ
進み、国道50号交差点を直
進し鹿島橋を渡り、T字路を
左折し郵便局前看板を右
折。

足利・佐野方面より
お越しの方
●旧50号を桐生方面へ進
み、郵便局前看板を右折。
●国道50号を桐生方面へ進
み、ﾎﾞﾙﾎ を゙左手に見て100m
先側道に入り、交差点を右
折。鹿島橋を渡り、T字路を左
折し、郵便局前看板を右折。

心療内科　神経科　内科　精神科
診療科目

●不眠や不安に関する健康相談
●ストレスに関する健康相談（職場・家庭・育児・学校・仕事など）
●老年期（物忘れ）に関する健康相談

受付時間
【午前の部】
 8:30～11:30
 （※初診の方11:00まで）

【午後の部】
13:30～15:30
 （※初診の方14:30まで）

診察開始時間

（休診）
土曜午後・日曜・祝日

【午前の部】 9:00～
【午後の部】14:00～

足利富士見台病院「理念」 
*私達は、患者様のこころと体のお悩みに寄り
添い、安心して治療に専念出来る環境の中
で、専門医療と、こころのかよいあう看護の提
供をめざします。 
*患者様のご家族様を支えてまいります。 
*地域の皆様とのふれあいを通して、病気の予
防に努めてまいります。 

上記理念に基づいて以下の
行動規範をもうけております。 

P-medical
私たちは常に患者様を優先します。全ては患
者様（Patient）のためにある精神医療をめざ
すという意味でＰをキーワードにおいています。

PEACE
こころ安らぐ治療空間をめざします
【place】緑多い、癒しの環境での医療を提
供します
【personal】患者様ごとのご病状・ご要望に
あわせた、治療・施設を提供します
【pastime】レクリエーション等、楽しみの場面
を提供します

PARTNER
共に歩む医療をめざします
【pang】患者様の心の痛みを感じます
【participate】患者様を支えるご家族様のお
気持ちに配慮します
【plan】治療の方針を患者様・ご家族様・他
機関の皆様とともに考えます

PROTECT
患者様をまもるためにつとめます
【prejudice】病気への偏見から患者様を守
るようつとめます
【privacy】患者様のプライバシーを守るよう
つとめます
【prevent】地域の皆様の病気予防につとめ
ます

PRIDE
患者様によりよい医療を提供するために誇り
をもってとりくみます
【professional】専門のスタッフが高水準の
治療の提供に努めます
【positive】さらなる向上をめざして学び、努力
し続けます
【power】元気に明るく、アットホームな治療
空間の提供に努めます

Ashikaga
Fujimidai
Hospital

医療法人
根 岸 会

□老人性認知症センター☎0284-62-7775 □ストレスケアセンター

初診の方は、お電話にてのご予約をお願いいたします。


	p_01.pdf
	p_02.pdf
	p_03.pdf
	p_04.pdf
	p_05.pdf
	p_06.pdf
	p_07.pdf
	p_08.pdf

